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基本理念

株式会社竹中は、人間尊重と全員参加を基本とし、事業を通じ社会に貢献する

ことを信条として、優れた技術力の提供により、お客様の信頼と満足を得る

企業となることを基本理念としています。

基本方針

当社は、自動車用エンジン・ミッション・足回り関連部品及び産業用エンジン

部品の製造を行っていることを踏まえ、以下の項目を基に事業活動を推進する

ことに努めます。

１、顧客満足の重視

　　自社の持てる力と改善工夫によって、製品品質に関する要求事項を適合

　　させると共に製品の安全に関する重要性を認識し、お客様の満足が最大

　　になるように、製品・サービスの質の向上について努力し続けます。

２、品質第一

　　当社は、常に品質を第一と考え、品質マネージメントシステムの有効性

　　を継続的に改善し、品質向上に取り組みます。

３、法令・規制要求事項の遵守

　　製品に対する法令・規制要求を満たすとともに、事業活動から生じる環境

　　側面に関する適用可能な法規制及び当社が同意するその他の要求事項を

　　順守します。

４、社内の改善・活性化

　　継続的な業務改善プロセスを通じ、社内管理体制、業務の健全化を実施

　　します。また、従業員の教育訓練を充実させ、各自の技術力向上および

　　当社技術力の向上を図ります。

５、環境影響への配慮

　　企業活動が環境に与える影響を的確に把握し、環境改善目標を設定し、

　　定期的に見直し、環境マネージメントシステムの継続的な改善を図ります。

　　また、省エネ・省資源活動、廃棄物の削減活動などを通じて、環境影響の

　　低減を推進し、汚染の防止及び予防を行います。

2022年5月31日

　株式会社竹中

　代表取締役　竹中　彰一

１．品質・環境経営方針
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会社概要

社名 ： 株式会社　竹中

創業 ： 1938年8月

所在地 ： 本社・佐野工場　　〒327-0816　栃木県佐野市栄町７－２

鐙塚工場　　〒327-0816　栃木県佐野市鐙塚町１７０－３

藤岡工場　　〒329-0311　栃木県栃木市藤岡町富吉１８６４－６

代表者 ： 代表取締役　　竹中彰一

資本金 ： ５３００万円

従業員数 ： １１６名

環境管理責任者 ： 専務取締役　　竹中敬人

連絡先 ： ０２８３－２３－２６３３

ＦＡＸ ： ０２８３－２２－７０５５

メールアドレス ： takenaka-info@takenaka-tac.co.jp

事業内容 ： 自動車部品（エンジン、トランスミッション、足回り関連部品）

・産業用部品の製造

事業年度 ： ６月～翌年５月

認証・登録範囲 ： 全組織・全活動

対象組織：本社・佐野工場・鐙塚工場

対象活動：自動車部品、産業用部品の製造

※藤岡工場は２０２３年２月の認証登録を予定している。

沿　革

１９３８年 ： 東京都大田区に竹中製作所を創立

１９５５年 ： 東邦精機工業を設立

１９７０年 ： 東邦精機と竹中精工の合弁により(株)竹中設立

１９８０年 ： 竹中精工と製造品目分担を見直し、自動車部品に特化

１９８９年 ： 第２工場竣工

２０００年 ： トラック依存体質を見直し、他業種への拡販開始

２００４年 ： マグネシウム合金及びシリンダーヘッド加工を開始

２００５年 ： ＩＳＯ１４００１認証取得

２００７年 ： ＩＳＯ９００１認証取得

２００８年 ： 第３工場竣工

２０１０年 ： 電気自動車用バッテリーカバー加工を開始

２０１１年 ： エキゾースト関係部品の加工を開始

２０１４年 ： 薄肉ステンレス鋳鋼ターボ部品の加工を開始

２０１５年 ： 高級自動車用部品の加工を開始

２０１６年 ： 水素燃料電池車用薄肉中空ハウジング量産開始

２０１９年 ： ＩＡＴＦ16949認証取得

２０１９年 ： ＩＳＯ９００１、１４００１認証取り下げ

２０２０年 ： エコアクション２１認証取得

２０２１年 ： 藤岡工場取得

２．事業概要
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管理部 製造部 営業企画室

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者

環境管理責任者

環境会議

環境事務局

全従業員

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用を準備

・環境管理責任者を任命

３．ＥＡ２１実施体制

４．役割・責任・権限

・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１を推進するための事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・代表者・環境管理責任者が必要と認める事項の審議

・環境目標・環境活動計画書の確認

・環境活動の取組結果の代表者報告

・環境活動レポートの確認

・環境活動レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認

・環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しの実施

環境管理責任者

専務取締役　竹中敬人

矢田部課長、小倉社員

環境事務局

役割・責任・権限

代表者

代表取締役　竹中彰一

ＩＡＴＦ事務局

勝田取締役、北島課長

環境会議

指定されたメンバー
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サイト 基準（BM)

単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

5,582,610 5,526,784 4,745,219 4,697,766

99% 85% 84%

789,742 781,845 584,409 578,565

99% 74% 73%

1,617 1,601 1,035 1,025

99% 64% 63%

19,719 19,522 17,747 17,570

99% 90% 89%

3,085 3,054 2,622 2,596

99% 85% 84%

197.0 195.0 135.9 134.6

99% 69% 68%

35.0 34.7 29.8 29.5

99% 85% 84%

5,298 5,245 4,132 4,091

99% 78% 77%

320 317 243 241

99% 76% 75%

グリーン購入

エコキャップの収集

全社 件数 継続実施

購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.462kg-CO2/kwhです。

全社 件数 継続実施

100 100 100

全社 件数 継続実施

全社 ％ 100

全社 件数 継続実施

L

節
水
活

動 水使用量の削減 全社 m3

化
学
物

質 化学使用量の削減 溶剤使用量
アミノエタノー
ル、キシレン、
トルエン

全社

水使用量

廃
棄
物
 
・
リ
サ

イ
ク
ル

廃棄物の削減とリ
サイクルの推進

産業廃棄物排
出量

廃油排出量 全社 KL

廃プラ排出量 全社 t

L

軽油使用量 全社 L

二酸化炭素排出量　(合計） 全社 ｔ-CO2

鐙塚工場 Kｗｈ

ガソリン使用量 全社

電力使用量

環
境
保
全
活
動

推奨・指導事項の是正・改善の実施率
（顧客監査）

環境意識の啓蒙教育

環境ボイランティアへの参加

５．環境経営目標　 (PART　Ⅰ）

項
目

環境経営目標 課題(何を）

2018年度の実績を基準（BM)として環境経営目標

目　標

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化炭素排出量
の削減

佐野工場 Kｗｈ
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サイト 基準（BM)

単位 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

33,880 32,864 31,847 30,831

97% 94% 91%

3,210 3,114 3,018 2,921

97% 94% 91%

1,326 1,286 1,246 1,206

97% 94% 91%

243 236 228 221

97% 94% 91%

243 236 228 221

97% 94% 91%

17.33 16.81 16.29 15.77

97% 94% 91%

2,386 ー ー ー

51,310 49,771 48,231 46,692

97% 94% 91%

14.7 14.3 13.8 13.4

97% 94% 91%

1,066 1,055 736 728

97% 94% 91%

196 194 167 165

97% 94% 91%

24.2 23.5 22.7 22.0

97% 94% 91%

2.2 2.1 2.1 2.0

97% 94% 91%

５．環境経営目標　（PART　Ⅱ）

項
目

環境経営目標 課題(何を）

2021年度の実績を基準（BM)として環境経営目標

目　標

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二酸化炭素排出量
の削減

電力使用量

本社・佐野
工場

Kｗｈ/加
工高

鐙塚工場
Kｗｈ/加
工高

藤岡工場
Kｗｈ/加
工高

軽油使用量

二酸化炭素排出量　(合計）

全社
ｔ-CO2/
加工高

全社 ｔ-CO2

全社
L/加工
高

灯油使用量 全社
L/加工
高

円/加工
高

可燃物排出量 全社
㎏/加工
高

産業廃棄物

廃
棄
物
 
・
リ
サ
イ
ク
ル

廃棄物の削減とリ
サイクルの推進

一般廃棄物排
出量

段ボール・ビ
ニール排出量

全社

廃油排出量 全社
L/加工
高

廃プラ排出量 全社
㎏/加工
高

節
水
活

動 水使用量の削減 水使用量 全社
m3/加工
高

㎏/加工
高

環境に優しい製品・サービス
循環型資源（工具再利用、延
命化））

全社 金額

化
学
物

質 化学使用量の削減 溶剤使用量
アミノエタノー
ル、キシレン、
トルエン

全社

環境意識の啓蒙教育
緊急時対応の教育訓練（たま
り場、油漏洩）

全社 件数 継続実施

現状把握

地域貢献活動

団地協会主催の交通安全・清
掃活動の参画

全社 件数 継続実施

エコキャップ導入による.子供
ワクチン支援

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.462kg-CO2/kwhです。

全社 件数 継続実施
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方針：環境を良くすることで、利益に寄与する事を基本とし、活動する

削減項目 2022年度に行う施策 主担当部門 継続性

休日の電源の遮断等による電気料の削減 製造部門 継続

非稼働時間の機械のOFF徹底のよる電気料の削減 製造部門 継続

生産性向上（Z37R)による使用電力の削減 製造部門 継続

コンプレッサーの夜間、休日使用台数の適正化 製造部門 継続

空調の適正温度管理 全部門 継続

事務所の不要照明の消灯 全部門 継続

軽油使用量 フォークリフトの台数削減検討 管理部門 継続

廃油排出量 廃油再利用における低減活動 製造部門 継続

ビニール再利用、廃止、集約 管理部門 継続

段ボール再利用、廃止、集約 管理部門 継続

使用管理の徹底 管理部門 継続

水使用量 節水型蛇口への更新 製造部門 継続

アミノエタノール 代替品や代替工程の実現性の検討 製造部門 継続

キシレン 代替品や代替工程の実現性の検討 製造部門 継続

トルエン 代替品や代替工程の実現性の検討 製造部門 継続

たまり層のあふれに対する対応教育 製造部門 継続

ドラム缶転倒に対する油脂漏洩対応教育 製造部門 継続

同機能かつ最安値商品であれば再利用製品の推奨購入 全部門 継続

会社幹部による衛生パトロール実施 全部門 継続

安全衛生委員会の適正運用 全部門 継続

団地協会主催　交通安全啓蒙活動協力 総務部門 継続

エコキャップ導入による子供ワクチン支援 総務部門 継続

会社周辺の清掃活動 団地協会主催　工場回り清掃 総務部門 継続

６．環境経営計画

環境ボランティアの活動

電気使用量

環境意識の啓もう活動

廃プラ排出量

（産業廃棄物量の低減）
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2018年度

項　目

基準年度 数値 （％） 数値 （％）
達成
状況

佐野工
場

5,582,610.0 4,233,984.0 4,665,316.0 110.2% ✕

鐙塚工
場

789,742 433,632.0 442,049.0 101.9% △

ガソリン使用量 全社 L 1,617 936 1,340 143.2% ✕ 未達
品質不具合による緊急出張の低減への努力
お客様への訪問の公共機関推奨

軽油使用量 全社 L 19,719 16,452 15,795 96.0% ○ 達成 フォークリフトの台数削減検討

二酸化炭素排出量 全社 ｔ-CO2 3,085.00 2,306.40 2,385.80 103.4% △ 未達 上記活動によるCO2削減の推進

廃油廃棄物排出量 全社 KL 197.0 121.2 146.8 121.1% ✕ 未達 廃油再利用による低減活動

廃プラ廃棄物排出量 全社 t 35.0 24.0 27.0 112.5% ✕ 未達
ビニール再利用、廃止、集約の促進
段ボール再利用、廃止、集約の促進
使用管理の徹底

節水活動 水使用量 全社 ㎥ 5,298 3,118 3338 107.1% △ 未達
節水型蛇口への更新
機械への切削水の適正入れ替え

化学物質
化学使用量（アミノエタ
ノール、キシレン、トルエ
ン）

全社 L 320 215 303.0 140.9% ✕ 未達 代替品や代替工程の実現性の検討

全社 ％ 100 100 100 100.0% △

環境意識の啓蒙活動 全社 件数 継続実施

環境ボイランティアへの
参加

全社 件数 継続実施

グリーン購入 全社 件数 継続実施

エコキップの収集 全社 件数 継続実施

７．環境経営の結果と評価

未達

休日の電源の遮断等による電気料の削減
非稼働時間の機械のOFF徹底のよる電気料
の削減
生産性向上（Z37R)による使用電力の削減
コンプレッサーの夜間、休日使用台数の適
正化
空調の適正温度管理
事務所の不要照明の消灯

二酸化炭素
排出量の削
減

電気使用量 Kwh

サイト 単位

2021年6月～2022年5月（52期）

取組み結果の評価 計　画目標 実績

・購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.462kg-CO2/kwhです。

・目標の達成　○：目標と比較し100%未満、△：目標と比較し100～110%、×：目標と比較し111%以上

廃棄物の削
減とリサイク
ルの推進

環境保全
活動

推奨・指導事項の是正・改善の実施率
（顧客監査）
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順守状況

適性

適性

適性

適性

適性

適性

（１）当社による環境関連法規の遵守評価では違反事項はありません。

（２）関係当局からの指摘及び利害関係者からの訴訟は過去ありません。

８．環境関連法規等の遵守状況、違反・訴訟の有無

浄化槽法 浄化槽の定期清掃、検査

水質汚濁法 構内排水の定期水質検査

１、適用となる主な環境関連法規

法規等の名称 要求事項

振動規制法 特定施設からの振動に関する規制基準の遵守及び施設の届出

廃棄物処理及び清掃に関する法律 ・産業廃棄物分別保管の遵守

・産業廃棄物の収集、処理委託基準の遵守

・産業廃棄物管理表による管理

・（マニフェストの発行、返却・記録、５年間保存）

フロン排出抑制法 点検の実施

２、違反、訴訟

騒音規制法 特定施設からの騒音に関する規制基準の遵守及び施設の届出
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

2022.9.30

実施体制 □有　■無

代表取締役　竹中　彰一代表者のサイン

見

直

し

に

必

要

な

情

報

項目 確認 評価・コメント

外部からの苦情・要望とその処置結果 ■

前回審査の指摘事項の改善 ■ 対応中も含めて進捗があることを確認した。

内部監査の結果 ■ 2022年10月に実施する。

問題点の是正・予防の結果 ■
「問題点是正・予防処置結果」様式を確認し

た。

環境上の緊急事態の訓練結果

代

表

者

に

よ

る

全

体

評

価

・

見

直

し

・

コ

メ

ン

ト

・

見

直

し

の

指

示

全

体

評

価

・

コ

メ

ン

ト

システムの有効性、環

境への取組の有効性

基準となる2018年度実績からは削減が進んでいるが、前年度をベースとし

た目標は多くの部門で未達となってしまった。

各種目標を達成するための施策こそ一番重要であることをしっかりと認識

し、目標を大幅に達成すべく全員参加で知恵を絞り取り組んでいく。

代

表

者

に

よ

る

見

直

し

の

指

示

見直し項目 変更の必要性 変更「有」の場合の指示事項

環境経営方針 □有　■無

環境経営目標 ■有　□無
2022年度の環境経営目標は、2021年度実績を

基準値にして策定する。

環境経営計画 □有　■無

■ 現状を把握した。

環境経営目標及び環境経営計画の達成状況 ■
目標を達成できなかった項目については、原因

分析を的確に実施すること。

現状を把握した。

環境への負荷の自己チェック表の結果 ■ 現状を把握した。

教育訓練の状況 ■ 現状を把握した。

外部からの苦情はなし。引き続き外部（特に近

隣住民）との良好な関係を維持すること。

環境への取組の自己チェック表の結果 ■ 現状を把握した。

環境関連法規の遵守状況のチェックの結果 ■

９．代表者による全体評価と見直し　

活動期間 2021年6月～ 2022年5月

作成者 環境管理責任者：専務取締役　竹中　敬人
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